
こども発達支援センター『のびろ』では、子どもの権利条約の理念の下、
こどもがのびて、地域ものびて、野原のようにのびのび、ひろびろ、なるように
こどもの発信力と地域の受信力が高まるためのお手伝いができればと思っています。

こども発達支援センター『のびろ』では、 WHOの国際生活機能分類（ICF）に
こどもへの支援に不可欠な発達支援(時間悔過)を加えた「６つのF」を柱として、
以下の支援を行います。 （６つのＦ Rosenbaum,2011）

Health condition
健康状態

FUNCTION
活動

FITNESS
心身機能

FRIENDS
参加

FUN
個人因子

FAMILY
環境因子

FUTURE 発達・自己実現

＜健康・生活＞
＊毎回の体調チェック、健康診断結果の把握、医ケアの提供
＊健康増進のための体操、ダンス
＊食事、排せつ、睡眠などの基本的生活習慣の獲得

＜運動・感覚＞
＊スパイダー・ボルダリング
＊トランポリン・ピーナッツボール
＊スヌーズレン・大型ブランコ

＜認知・行動＞
＊大型ミラー・大型ホワイトボート
＊パズル・知育玩具・カードゲーム
＊ABA・SST・TEACCH

＜言語・コミュニケーション＞
＊絵本や紙芝居の読み聞かせ
＊非言語コミュニケーションの活用
＊絵カード・タブレット・PECS®

＜人間関係・社会性＞
＊スキンシップ・感覚あそび
＊ごっこあそび・見立てあそび
＊自己および他者理解のための活動

＜体験・経験＞
＊季節ごとの行事（お花見・水遊び・クリスマス・節分など）
＊公園へのお散歩やコンビニでの買い物
＊電動移動機器を用いた“動く”体験

＜家族支援・職員の質の向上＞
＊保護者に対するこどもの発達相談や育児の悩み相談の実施
＊保護者同士の交流の場の提供
＊職員のキャリアアップに向けた研修機会の確保

＜移行支援＞
＊こども発達支援センターとしてインクルーシブ社会を推進
＊その人らしい人生を歩むための将来を見据えたプログラムの提供
＊移行支援会議への参加・情報提供にとどまらず主体的に開催

＜地域支援・連携＞
＊福井市地域障がい児支援体制強化事業の受託
＊こども発達支援センターとして医療・教育・福祉連携を推進
＊地域住民や企業への障害者差別解消法や合理的配慮の啓蒙

運営理念

のびろの支援プログラム
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